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日本の携帯電話はときには「ガラパゴス」と評されるように独自の進化

を遂げてきた。そこに黒船のように現れたのが、Linux をベースにした

携帯電話用のオープン OS 「Android」である。キャリアの動向が注目さ

れるなか、最大手の NTTドコモは Android の採用を 2008 年にいち早く

発表し、オープン化へ大きく舵を切った。NTTドコモでスマートフォン

を推進する山下哲也担当部長に、モバイルとオープン化を中心にお話を

伺った。

株式会社 NTTドコモ
スマートフォン事業推進室　アプリケーション企画担当部長

山下 哲也 氏

Androidが加速する
スマートな世界に向けて、
新たなモバイルのカタチを
見据えるNTTドコモ
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キャリア間の競争は端末からサービスへ
オープン化が変えるモバイル市場のルール

まずはじめに、オープン化という流れを NTT ドコモとして

どのように捉えているのかお聞かせください。

山下：オープンという言葉には、テクノロジーとしてのオー

プン化と、サービスとしてのオープン化というふたつの側面

があると考えています。テクノロジーのオープン化という意

味で言えば、ソースコードをオープンにするという画期的な

Linuxが登場し、最初の頃は評価も分かれていたものの、今

では基幹のサーバーでも普通に使われるまでになっています。

何を言いたいかというと、オープンで提供されているものを

使ってソリューションを構成するという考え方が、Linuxを

きっかけとしてここ10年くらいの間に完全に定着したと言え

るわけです。一方、サービスについてもオープンという考え

方が広がっています。もともとはインターネットの世界でい

ろいろなサービスが無料で使えるというところから始まって

いますが、Tim O'Reilly氏らがかつて提唱した「Web 2.0」で

表されるように、現在ではさまざまなウェブサービスをマッ

シュアップできるようになってきました。つまり、これまで

のサービスでは、ＡのサービスはＡのサービスとしてしか利

用できませんでしたが、サービスのオープン化によって、サー

ビスＡとサービスＢを組み合わせたり、ＢとＣを組み合わせ

たり、それを見た人が今度はＤを生み出したり、といったこ

とが普通に行われるようになっています。これらをオープン

という言葉で括ることが適切かどうかは別として、大きな潮

流が生まれていることは確かでしょう。

今お話のあったような IT 系で培われたオープンなテクノロ

ジーが、スマートフォンの登場によって、携帯にも使われる

ようになってきました。

山下：電話の世界というのは長い間「変化しない」ことを

求められてきました。電話番号や電話の掛け方が突然変わっ

たりすることは許されないのです。ところが、インターネッ

トの世界では、検索の方法ががらりと変わっても誰も文句を

言いません。こういった点が電話の世界とITの世界の大きな

違いのひとつとして挙げられます。さて、携帯電話の普及率

は、日本では今では80％から90％にまで高まっていて、一人

で2台以上所有する人も増えています。その利用方法をみると、

従来は通話がメインでしたが、現在ではメールのやりとりや

インターネットの閲覧が主体になっています。極端な話、近

い将来「電話」という機能が携帯から消えてなくなるのでは

ないかとさえ思えるほどです。このように、変わらないこと

を求められてきた電話の世界に、変わることを当たり前とす

るインターネットの考え方がどんどん入り込んで、人々の利

用形態も大きく変わりつつあるなかで、キャリアとしても考

え方を切り替えていかなければなりません。とはいえ、携帯

の世界でもオープン化の潮流を避けて通ることはできません

から、いろいろと難しい判断を迫られてきたというのがここ

最近の状況です。

そ う い っ た 変 化 の な か で NTT ド コ モ は 2008 年 3 月 に

Android の 採 用 を 発 表 し ま す。 ど の よ う な 点 を 考 慮 し て

Android の採用に踏み切り、また、どのような点を評価して

さまざまなプラットフォームのなかから Android を選択した

のでしょうか。

山下：NTTドコモでは2008年1月にGoogleと戦略的な提

携を発表しています。その提携項目のひとつしてAndroidの

採用検討がありました。その過程で私たちがAndroidを高く

評価した大きな点のひとつが、先ほども申し上げたオープン

であるというところです。これからのサービスやイノベー

ションは、今までのようにひとつの企業がすべてを開発して

生み出していくのではなく、いろいろな人々の考えが集まっ

た集合知からでしか生まれて来ないのではないかと思ってい

ます。では、そういった集合知を作る最適なフレームワーク

は何だろうと考えると、現時点ではAndroidがもっとも近い

存在にあると考えました。正直、これまで携帯電話のソース

コードを全部公開するなどとは想像したことがありませんし、

誰も成し得ませんでした。ところがAndroidの生みの親であ

るGoogleのAndy Rubin氏は、ソースコードを積極的に公開

しますから不具合があればみんなで直してください、新しい

機能をみんなで考えてください、とオープンソースの考え方

を携帯の世界に持ち込んだわけです。50人や100人の閉じた

設計者が見るよりも、5千人、5万人、50万人で見たほうがバ
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グも見つかりますし、突拍子もないアイデアも生まれるでしょ

う、という考えですね。

一方で Android を採用することによって端末の差がなくな

り、キャリア間の競争という意味では難しくなるようにも思

えます。オープンがゆえに生じるそういったビジネス上のリ

スクについては、どのように判断されたのでしょうか。

山下：ご質問のように、Androidベースのスマートフォン

の世界では、今までにあったようなキャリア同士での端末競

争は自然に終わりに向かうだろうと考えました。これまでは

当社のようなキャリアが端末の仕様をメーカーに提示して開

発してもらっていましたが、スマートフォンの時代になると

これが逆になって、ソニー・エリクソンやモトローラやサム

スンといった世界的なメーカーが提供する世界共通のプラッ

トフォームのなかから、キャリアが端末を選択するという図

式になります。ちょうどパソコンのように、大量生産された

同じデバイスを使って生産し、大量に販売して、その上で動

くソフトウエアも大量に作って、その結果としてユーザーは

ハードウェアやソフトウェアを安く手に入れられるというモ

デルが携帯の世界でも当たり前になるわけです。そういった

プラットフォームに対して個別のカスタマイズを適用してし

まったのでは進むべき方向が逆になってしまいます。つまり、

グローバルな市場からグローバルなデバイスを調達すると決

めた時点で、端末自体での差別化はもう問えなくなるわけで

す。では、キャリア事業者としてはどこで競争するかというと、

やはりサービスになるでしょう。カバレッジ（通信可能範囲）

かもしれませんし、通信品質かもしれませんし、もっと上の

付加価値的なサービスかもしれません。その点は私たちも覚

悟をして採用に踏み切っています。

AndroidとARMの優れたマッチングが
オープンなビルディングブロックを実現　

次にプラットフォームに関して伺います。NTT ドコモから

は現時点（2010 年 8 月）で、ソニーエリクソン製の Xperia と

シャープ製の SH-10B という 2 機種の Android 端末が発売され

ています。いずれにも ARM アーキテクチャのライセンスを受

けた Qualcomm 社のプロセッサが搭載されていますね。

山 下：Qualcomm 社 の カ ス タ ム プ ロ セ ッ サ は 同 社 の

Snapdragonプラットフォームの一部であり、パソコンでは

一般的になっている1GHzという高速なクロックスピードを

実現したスマートフォン専用のプロセッサです。これまで

は、フィーチャーフォンのプロセッサとしては500MHzとか

600MHzが最高でしたが、このカスタムプロセッサは一気に

1GHzの領域に突入して、優れたユーザーエクスペリエンス

を支えています。スマートフォンでは、限られたバッテリの

容量のなかで待ち受け時間を確保しなければならなりません。

自宅を出て会社に着いた頃にはバッテリーが切れていたので

は商品として失格になってしまいます。つまり、システム全

体として省電力を実現しながら、高速なクロックで処理して

グラフィクスもぐりぐり動かすという相反する命題を両立し

なければならない難しさがあります。その意味で、ARMアー

キテクチャが持つ高性能と低消費電力のアドバンテージが、

そのままSnapdragonに搭載されているプロセッサで発揮され

ているのではないかと思っています。

Android は Linux をベースにしていますしアプリケーション

は Java ですから、多くのエンジニアにとって親和性の高いテ

クノロジーと言えるかと思います。一方で ARM アーキテク

チャも開発経験を持つ多くのエンジニアが世界中に存在しま

す。これらを考えると、ARM アーキテクチャの上に Android

を載せるのが、これからのエンジニアリングとしてはいちばん

早いのではないかと思えるのですが。

山下：早いと思いますね。ARMアーキテクチャを搭載した
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プロダクトが携帯を含めて世界中に浸透していますから、設

計の最適化に関してもさまざまな経験則が積み重なっている

と思います。現在、Androidを使ってカーナビなどのさまざま

なデバイスを作ろうという機運が高まっていますが、ソフト

ウェアの実装や省電力制御などを考えると、ゼロベースでや

るのか蓄積の上でやるのかでは大きな差がついてしまいます。

個人的な見解ではありますが、AndroidとARMアーキテクチャ

の組み合わせというのは、エンジニアリングという観点でベ

ストマッチングのひとつと言えるのではないでしょうか。

Android を採用したデバイスはスマートフォン以外にも増え

ていくと考えられますが、ビジネスあるいは開発をするにあ

たって何か注意すべき点はありますか？

山下：ひとつは市場の変化が異様なまでに速くなっている

点です。私たちがAndroidを始めてから1年あるいは2年の間

に経験した変化は、従来iモードだけを見ていたときの10年

分くらいに匹敵するほどです。つまり、企画を考えて製品化

するというタイムスケールが大幅に加速しているのだという

ことにぜひ注意されたほうがいいと思います。もうひとつは

設計や製造のプロセスが大きく変わるかもしれないという点

です。実はAndroidには仕様書的なものがほとんどありません。

ソースコードこそが仕様書であり、機能はソースを読めばわ

かるでしょ、というスタンスで作られているんです。そのよ

うな開発手法が一般化していくと、これからはソースをいき

なり書けるエンジニア、あるいはソースを読み込めるエンジ

ニアの価値が高まるかもしれません。Androidによってそうい

う変化が起こる可能性も出てきています。

スマートフォンからスマートデバイスへ
グローバルな進化の先に見える未来

NTT ドコモの Android フォンに対して、利用者から i モード

携帯が持っている「おサイフケータイ」機能を搭載して欲しい、

といった声が寄せられているのではないかと思います。こう

いった点を含めて、今後の展開について教えてください。

山下： iモードに代表されるNTTドコモが培ってきたサー

ビスの中で、広く浸透し、しかも今後も進化し続けるだろう

というものについては、スマートフォンへの搭載を進めてい

きます。「おサイフケータイ」機能については一部公表のとお

り2010年内にAndroidフォンに載せることが決定しています。

ただ、「おサイフケータイ」では現在はFeliCaチップが使われ

ているわけですが、グローバルではNFC（近距離無線通信）が

標準として提案されています。先ほども触れましたが、グロー

バルに製造されるプラットフォームに日本独自の仕様や機能

を入れ込むことは得策ではありません。将来は、日本で生ま

れた機能であっても、グローバルに通用する形で実装してい

く方向で検討を進めています。

最後に、モバイルやオープン化に関して、今後の展望につ

いてお聞かせください。

山下：先ほども少し申し上げたように、携帯電話で通話す

る機会がずいぶん減っています。電話会社の人間がこんなこ

とを言っては叱られてしまうかもしれませんが、「スマート

フォン」から「フォン」を消したほうがいいのではないかとさ

え思っています。まず形状が昔のハンドセットとは大きく違っ

てボタンもダイヤルもありません。データ通信ができてタッ

チスクリーンで操作できることを考えると、「スマートフォン」

と呼ぶよりも「スマートデバイス」と呼ぶほうが適切とも思

えます。では、今あるさまざまなデバイスやサービスがオー

プンな技術を通じてスマートになったらどうなるでしょう。

たとえば、テレビのリモコンがスマート化して、ボタンの個

数に依存せずに機能を追加できるようになるかもしれません。

あるいはテレビの番組表がスマート化されて、子供向けの楽

しい番組表とか、年配者向けの字の大きい番組表とかを自由

に組み込めるようになるかもしれません。つまり、Androidな

どによってオープン化が加速していった先には、スマート化

が待っているのではないかと考えています。そのなかで、そ

ういったデバイス間をつなぐインタフェースやコミュニケー

ション手段として、当社の力が発揮できたら面白いだろうな

と考えています。

なるほど、スマートなデバイスやサービスが増えていくこ

とで、私たちの生活も楽しく便利になりそうですね。今日は

どうもありがとうございました。


